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【町長】 
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質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
 沼田の宝「町有林」の有効活用で定住人口アップの町づくりを  

質問 

内容 

 

北海道、特に空知地方では、人口減に歯止めがかからない状況が憂慮さ

れています。移住・定住に力を入れる沼田町は、この度「ゼロカーボンシ

ティ宣言」を行い、これまで以上に沼田の魅力発信が期待されます。そこ

で、沼田の宝「町有林」の有効活用に着目し、定住人口アップの町づくり

の願いを込めて質問いたします。  

 

１ 沼田町のグリーン成長の考え方は  

森林・林業基本計画（林野庁）では、「人々が森林の発揮する多面的機

能の恩恵を享受できるようにすることを通じて、社会経済生活の向上とカ

ーボンニュートラルに寄与する『グリーン成長』を実現する」こととして

います。 

広大な森林を擁する沼田町では、「第６次総合計画における施策：林業

の振興」と「環境に配慮したゼロカーボンシティ宣言」を踏まえ、①森林

の保全と CO2 削減、②水源かん養、③木材生産など、未来に繋げる森林の

可能性について、どのように進めようと考えていますか。 

 

２ 町有林を活かす「自伐型林業」による人口アップを  

688 ㌶の町有林について、１チーム１年 10 ㌶の自伐型林業（調査→間

伐→天然更新）の管理委託のサイクル確立により、森が元気になり、CO

２吸収など、多面的機能の発揮が期待できます。また、間伐材の加工販売

を通して、新たな雇用と成功例の創出も期待できます。その結果、定住人

口アップに繋がると考えますが、どのように進めますか。 



山林の分布:出典「沼田町史（土地面積調べより）」  

 

国有地

48%

町有地3%

民有地

49%

沼田町の山林21,344㌶

（総面積の74.3％）

グラフ（長野） 



    現行林業と自伐型林業：資料作成（長野） 

環境性 

自伐型林業の施業により、森を健康な状態で管理することができる 

★ＣＯ２吸収増大【ゼロカーボンシティ実現への貢献】 

★健全な根が地下に広がる【土砂災害防止、水源かん養】 

経済性 

★細かい間伐を繰り返すことにより継続的な収入源になる 

★作業道を高密度に作ることで搬出コストを下げることができる 

自伐型林業のサイクルにより次世

代の木は天然更新するよう促す 

（植林コストゼロ） 
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【町長】 

 

 

通告順 ８ 
質問 

議員 
大沼議員 

質問 

項目 
一般行政（住み続けてもらうために） 

質問 

内容 

 

１ 新型コロナウイルス感染者が広がる中、本町においては町民の自助努

力により感染者が出ていないと感じています。しかしワクチン接種後、

間違った情報を信じる方もいるようです。（資料１）  

イ、 ＴＶ、新聞の情報と町民向けの情報を区分けしてはどうか。  

ロ、 基本的な感染対策の徹底を進めるためにわかりやすいポップの作

成をして配布してはどうか。 

 

１  少しでも冬期間をすごしやすくするために高齢世帯等除雪費助成要

綱の見直しを含めた除雪費、除雪道具費の助成をしてはどうか。 

 また、業者は燃料価格の高止まりと排雪場所の確保に苦慮していま

す。 

  市街地の空き地を排雪場所として確保できないか。  

  

１ 道路の除草について（資料２）  

  新設道路工事はほぼ完了していると思います。道路維持管理の考え方

を聞きたい。 

 

１ 交通標識の設置について（資料３）  

  公安委員会指定の標識が付いていても見落としはあります。  

  反射板やＬＥＤを利用した視認しやすい標識作成と設置をできない

か。 








